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はじめに 

 障害者職業総合センター職業センターでは、平成 17 年度から、知的障害を伴わない発達障害（自
閉症、アスペルガー症候群、学習障害、注意欠陥多動性障害）のある方を対象とした「発達障害
者のワークシステム・サポートプログラム」を実施し、実際の支援を通じて発達障害者に対する
職業リハビリテーション技法の開発・改良をすすめてきました。その開発成果については、毎年
度、実践報告書や支援マニュアルに取りまとめ、報告してきました。 
 本マニュアルは、平成 22 年度に作成した支援マニュアル№6「発達障害者のための職場対人技
能トレーニング（ＪＳＴ）」、平成 24 年度に作成した支援マニュアル№8「発達障害者のための問
題解決技能トレーニング」に続いて、就労セミナーにおいて技能トレーニングの一つとして実施
している「リラクゼーション技能トレーニング」について、その具体的な実施方法や実施上の留
意点を記載したものです。 

本マニュアルが発達障害のある方の就労支援において活用され、職業リハビリテーションサー
ビスの質的向上の一助となれば幸いです。 
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